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◆暖冬と言われたこの冬でしたが，春を間近にし
た今，寒さがぶり返し，大雪やインフルエンザ再流
行といった話題が聞かれますが，皆様お元気でお
過ごしでしょうか？
◆昨年10月の新潟県中越地震の調査研究は，まだ
まだ始まったばかりですが，活断層研究センター他
の皆様に調査の中間報告をお願いし，本号を「新
潟県中越地震」の特集号としました．まず，地質調
査情報センターの岡井氏には，自然災害発生時，
産総研地質調査総合センターが社会的役割を果た
すため，どんな対応をするのかについて中越地震
を例に紹介していただきました．
◆丸山氏他のみなさんは，震源地周辺の詳細な調
査を行い，地表に現れた地震断層のさまざまな性
状を報告，岡村・柳沢氏は魚沼丘陵の褶曲構造と
今回の地震の関係を紹介し，褶曲構造の解析が地
震予知にも役立つ可能性を示されました．
◆また吉見氏他のみなさんは，大きな被害が発生し
た地域を詳細に住宅一戸一戸の被害状況まで調査
し，それぞれの地域の地質的な生い立ちとの関係を
詳しく解析されました．宮地氏他のみなさんは，信
濃川沿いの低地における液状化現象の発生状況を
詳細に調査し，それぞれの地域の地質的環境との
関係を詳細に検討されました．これらは被災地の
再建を図る上で，重要な情報となるでしょう．
◆桑原氏他のみなさんは，今回の地震の震源域に
おける微小地震の観測データから，今回の地震を

もたらした地下構造や発震機構を検討中とのこと，
今後の予知に役立つ成果を期待しましょう．研究
成果を社会に還元し，防災に貢献することは地球
科学の大きな役割の一つ．研究の進展による新た
な知見や情報を本誌では引き続きお知らせしてい
きます．
◆特集以外では有田・須藤氏が周防大島を例に護
岸堤の設置により砂浜が無惨に失われた例を紹
介，護岸工事のあり方に一石を投じています．佐
竹氏は論文作成の際の共著者の貢献と責任につ
いて紹介してくださいました．日本人ややもすると
なおざりにしがちな問題，これを機に考えてみたい
ものです．
◆高橋裕平氏にはモンゴルの地質を学ぼうとする
人のための英文CD「モンゴル地質入門」の概要を
紹介いただき，高橋　浩氏他のみなさんには5万
分の1地質図幅「須原」の地質概要を，困難を極め
た調査の様子とともに紹介していただきました．ま
た井川氏他のみなさんには「つくば科学フェスティ
バル」での化石キャスト作りの様子を紹介していた
だきました．
◆地質標本館だよりでは昨年夏以降の行事の様子
が紹介されています．書評では石原特別顧問に沓
掛俊夫氏訳「A.マグヌス鉱物論」を，脇田氏に「日
本列島重力アトラス」を紹介していただきました．
◆以上，多彩な3月号でしたが，桜咲く4月にはよ
り魅力的な1冊をと編集奮闘中です．（須藤定久）




